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１．背景と目的

我が国の下水道管路の総延長は約47万kmと膨大で

あり、管路の老朽化等に起因する道路陥没も年間約

3,300件発生している。今後、老朽管の割合は加速度

的に増大する見込みであり、これに伴い、道路陥没

等の重大事故の発生リスクが高まることが危惧され

る。また、事業主体である地方公共団体の下水道職

員や予算も限られる中、点検調査の一層の効率化と

蓄積された維持管理情報の活用による管路管理に係

るコストの最適化により、適切な管路マネジメント

サイクルを構築する必要がある。

本研究では、布設環境や管種などの条件に応じた

点検調査技術の選定手法を開発することで、効率的

な点検調査を推進するとともに、維持管理情報を活

用した計画・設計・施工・維持管理の最適化手法を

提案することで、適切な管路マネジメントサイクル

の構築を実現し、管路システムの持続的な機能確保

及びコスト最適化を図ることを目的としている。

２．研究の進め方

本研究では、①布設環境や管種などの条件に応じ

た点検調査技術の選定手法の提案、②維持管理情報

の活用による計画・設計・施工・維持管理の最適化

手法の提案、③維持管理情報を活用した計画設計等

への反映事例集の作成の3つの内容を検討すること

としている。

①について、地方公共団体の協力を得て、管路の

点検調査結果を収集し、管種別の異常発生傾向（ク

ラック、継手ずれ等の発生位置や要因）とリスクの

発生傾向（道路陥没、管路閉塞等）について分析し、

診るべき異常を抽出しているところである。また、

結果を基に、現場スクリーニングや詳細調査を要し

ない条件を検討する予定である（図参照）。

②については、各工法の協会及び民間企業の協力

を得て、多様な改築修繕工法の性能面・施工面等の

特性を整理し、改築修繕の際に配慮すべき内容（点

検調査結果、管の残寿命や維持管理性等）を検討し

ていくこととしている。

③については、②の検討を進めていく中で、維持

管理情報を活用した好事例を収集し、事例集を作成

することを予定している。

３．今後の展開

今後、各研究内容について深掘りし、ケーススタ

ディ等により検証した上で、研究成果として地方公

共団体向けの技術資料を作成する予定である。
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１．はじめに 

本研究では、現在、住宅性能表示制度の中小工務

店への普及を目的として、現在作成されている図面

等から簡単な操作で住宅の構造性能を把握できる評

価法の開発を行った。 

現在、新築されている戸建木造住宅の85％が軸組

構法であり、そのうちの90％がプレカット（あらか

じめ工場で木材を加工して、現場で短期間に組み上

げること）を利用して生産されている（図－１上）。

プレカット加工は三次元CAD・CAMを用いた全自動機

械加工が主流となっている。 

木造住宅の耐震性能を評価するためには、軸組・

接合部に関する設計情報が必要であるが、プレカッ

ト加工用CAD情報には上記情報が三次元情報として

作成されており、許容応力度計算や応力解析との親

和性は極めて高い。  

このため、木造住宅用CADの構造図やプレカット加

工の際に作成される三次元CAD情報に着目し、耐震性

能評価と連携する手法の検討を行った（図－１下）。 

２． wallstatとCADの連携・耐震診断法への応用 

国総研・建築研究所が開発した木造住宅用の構造

解析ソフトウェア（wallstat：ウォールスタット：

図2）を改良し、各種CADソフトとの連携機能を実装

した。また耐震等級や耐震診断の評点を計算する機

能を新たに開発した。その結果、木造の意匠設計

CAD・構造計算CAD・プレカットCADなど20社以上のソ

フトとの連携が実現した。

また、住宅会社と連携し、実物件100件以上につい

て、CADとの連携・耐震シミュレーションの検証を行

った。入力時間は数分程度で、木造住宅の三次元骨

組モデルを作成し、時刻歴応答解析を行えることが

分かった。木造住宅を建てる前に耐震等級等の計算

を行い、実際に建物を揺らして耐震性能を確認する

ことが簡易な操作で可能となった。さらに既存木造

住宅を対象として、wallstatを耐震診断の精密診断

法2に応用するためのマニュアルの整備を行った。 

３． おわりに 

本研究による成果は、国総研のホームページ1)か

ら無償でダウンロード可能であり、動画等はyoutube

で公開されている（youtubeで「wallstat」を検索）。

今後もユーザーやCADソフト開発者の意見を反映さ

せて改良を続けていきたい。 

図－1 木造住宅の生産の流れ 

 

図－2 wallstatの概要 

☞詳細情報はこちら

1) 木造住宅倒壊解析ソフトウェア wallstat

http://www.nilim.go.jp/lab/idg/nakagawa/wallstat.html
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研究動向・成果
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